
特選爾生産団地における爾計量形賀に及ぼす飼育環境要因の貢献度

( 蚕試 : 養 蚕経営部 )

1 . 背 景とね らい

本県では、売れる繭づ くりを日指 した特選繭生産団地育成指導事業において集団を対

象とした繭賀向上のための調査 ・診断と指導が行われている。 こ の事業 における調査結

果を基に繭質の向上に及ぼす飼育環境要因の貢献度を計測 して農家での飼育
・上族環境

の重点管理事項を明 らかにす ると共に、指導者に対す る爾賀診断方法の参考に供する。

2 . 技 術内容

特選繭の主要な繭質基準である爾糸量
口繭糸長 ・生糸量歩合

・解 しよ率に関与する飼

育環境の 1 6 要因 ( X l ～ X 1 6 ) を 説明変数 として取 り上げ、 こ れ らの要因が各爾賀基準項

目にどれだけ貢献 しているかを係数 ( 回帰係数 ) で 示 した。

( 1 ) 繭糸量

ア、 奉蚕 : 爾 糸量の増加を図 るためには、 5 齢 飼育温度及び 5 齢 給桑量は飼育係準
の

上限を目標とす る。

イ、 初秋蚕: 5 齢 飼育温度 日格差、 5 齢 飼育密度などが調査平均値を上回れば繭糸
量

は減少するため、 夏期高温条件下での防暑対策による昇温防止 と0 。l  l f 当た り
1 0 0 頭

程度の薄飼いとす る。

ウ、 晩秋蚕: 5 齢 飼育温
・湿度と上族 4 日 間温度の標準維持に努め、 選除爾歩合を低

く卸えるよう蚕病の防疫管理を実施する。

( 2 ) 爾糸長

ア、 春蚕 : 5 齢 飼育温
・湿度並びに給桑量については、春蚕の爾糸量 と同 じ取 り扱い

とす ることにより、 繭糸長 も長 くなるが、特に 5 齢 飼育温度 と上族
4 日 間温度の効

果が高いので温度管理に留意する。

イ、 初秋蚕: 5 齢 期飼育密度、 選除爾歩合及び族器消毒が飼育管理
の要点 とな り、 薄

飼いに加えて、 選除繭歩合 を低 くする蚕病防疫対策を実施す る。

ウ、 晩秋蚕 : 4 ～ 5 齢 飼育温度及び上族 4 日 間温度は飼育標準の 目的温度
を維持 し、

初秋と同様防疫対策を実施する。

( 3 ) 生糸量歩合 :

ア、 春蚕 : 5 齢 飼育温度、 上族 4 日 間温
・湿度、 1 戸 当た り年間掃立規模、 桑園 1 0 a

当た り室素施用量が主な要因であるが、 各係数の値が小さいので特定の要因
を制御

して得られる生糸量歩合の改善効果は相対的に低 く、 計測に用いた各要因
が総合さ

れて生糸量歩合に関与 しているものと考察され る。

( 4 ) 解しよ率

ア、春蚕では特に 4 齢 飼育温度、上族室内気流、 繭糸激度の解 じよ率
への寄与が大き
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い。 晩秋蚕では 4 ～ 5 齢 飼育温度並びに 5 齢 飼育密度の標準維持に努め、 選除繭 を

少な くする。

妥 1  雷 の:'工形貿に及にすrel宵環境夕四の質は慶 (回帰係飲)
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妥 2 各 賓敗の平均値
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